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──周作クラブ会報 64号──

▼「
風
の
家
」
創
設
三
十
年
・
遠
藤
周
作
没

後
二
十
年
記
念
︿
講
演
と
座
談
会
﹀　
　

「
井
上
洋
治
と
遠
藤
周
作
」
の
お
知
ら
せ

場　

所　

四
谷
・
幼
き
イ
エ
ス
会
９
階

参
加
費　

一
〇
〇
〇
円

日　

時　

10
月
９
日
（
日
）
13
時
～
15
時
半

内　

容　
「
井
上
洋
治
と
遠
藤
周
作
」
を
テ
ー

マ
に
批
評
家
の
若
松
英
輔
の
記
念

講
演
。
続
い
て
同
じ
テ
ー
マ
で
座

談
会
（
司
会
・
山
根
道
公
、
パ
ネ

リ
ス
ト
・
若
松
、
伊
藤
幸
史
神
父
、

山
本
芳
久
）。

▼
東
京
・
名
古
屋
・
岡
山
・
広
島
・
長
崎
で

の
遠
藤
文
学
の
講
座
（
講
師
・
山
根
道
公
）

の
お
知
ら
せ

①
︹
東
京
四
谷
︺

主　

催　

風
編
集
室

　
　
　
　

 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

講
座
名　

�

遠
藤
周
作
と
長
崎
―
『
沈
黙
』

　
　
　
　

か
ら
『
女
の
一
生
』
へ
②

日　

時　

�

９
月
～
２
０
１
７
年
２
月

　
　
　
　
（
10
月
休
み
）

　
　
　
　

�

第
２
日
曜
日

　
　
　
　

15
時
20
分
～
16
時
50
分

②
︹
名
古
屋
︺

主　

催　

栄
中
日
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

０
５
２-

２
６
３-

７
１
１
１

講
座
名　

�

没
後
二
十
年　

遠
藤
周
作
の
世
界

―
『
深
い
河
』
を
中
心
に

日　

時　

10
月
～
２
０
１
７
年
～
３
月

　
　
　
　

第
２
月
曜
日
13
時
～
14
時
半

③
︹
岡
山
︺

主　

催　

�

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

０
８
６-

２
５
２-

７
０
４
５

講
座
名　

�

遠
藤
周
作
と
長
崎
―
『
沈
黙
』

　
　
　
　

か
ら
『
女
の
一
生
』
へ
②

日　

時　

10
月
12
日
、
11
月
30
日
、

　
　
　
　

12
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
45
分
～
16
時
15
分 

④
︹
広
島
︺

主　

催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
広
島

　
　
　
　

 

０
８
２-

２
４
２-

１
１
５
１

講
座
名　

�

遠
藤
周
作
と
長
崎
―
『
沈
黙
』

　
　
　
　

か
ら
『
女
の
一
生
』
へ
②

日　

時　

�

12
月
３
日
、
２
０
１
７
年
２
月
４

日
、
３
月
４
日

　
　
　
　

第
１
土
曜
日
15
時
半
～
17
時
半

⑤
︹
長
崎
︺

主　

催　

県
立
長
崎
図
書
館
講
座

　
　
　
　

 

０
９
５-
８
２
６-

５
２
５
７

講
演
名　

�

遠
藤
周
作
・
長
崎
・
キ
リ
ス
ト
教

文
学

日　

時　

10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
半
～
15
時
半

※
詳
細
・
問
合
せ
・
申
込
は
主
催
へ
。

◆
遠
藤
周
作
没
後
20
年
記
念

　
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
特
別
講
座

①
『
侍
』
を
読
む
（
２
回
）

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

９
月
14
日
（
水
）
28
日
（
水
）

　
　
　
　

と
も
に
13
時
～
15
時

※
受
講
料
は
、
朝
カ
ル
会
員
６
０
４
８
円
、

一
般
７
３
４
４
円
（
消
費
税
を
含
む
）。

会　

場　

�

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１

　
　
　
　

新
宿
住
友
ビ
ル

　
　
　
　

 

０
３-

３
３
４
４-

１
９
４
５

　
　
　
　

新
宿
駅
西
口
か
ら
徒
歩
８
分

※
申
込
方
法　

お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
払
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
巻
頭
は
「
周
作
忌
」
の
お
知
ら
せ
で
す
が
、
林

真
理
子
さ
ん
は
、
ど
ん
な
お
話
を
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
次
号
に
は
そ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、「
記
事
」
よ
り
「
話
し
」
が
面

白
い
。
劇
団
「
樹
座
」
の
愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

聞
け
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
同
じ
仲
間
で

し
た
の
で
（
加
藤
・
宮
辺
幹
事
も
）、
今
か
ら
わ

く
わ
く
し
て
お
り
ま
す
。

▼
軽
井
沢
高
原
文
庫
も
楽
し
み
で
す
。
遠
藤
先
生

は
、
夏
、
軽
井
沢
の
別
荘
で
過
ご
さ
れ
る
の
で
す
が
、

い
つ
で
し
た
か
、
軽
井
沢
の
夏
が
暑
く
て
、
東
京

に
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
別
荘

に
は
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
の
で
、「
暑
く
て
か
な
わ
ん
」

と
い
う
の
で
す
。
余
程
ク
ー
ラ
ー
を
買
お
う
か
と

思
っ
た
け
れ
ど
、
よ
く
考
え
た
ら
ア
ホ
ら
し
い
の

で
東
京
に
戻
っ
て
来
た
と
…
。

▼
「
原
稿
発
掘
」
の
小
文
も
胸
に
し
み
ま
す
。
も
っ

と
も
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
合
成
で
、
日
本
で
作
ら
れ
た
パ
ン
の
よ
う

で
す
の
で
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
、
囚
人
用
に
出
さ

れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。
フ
ラ
ン
ク
ル
の

名
著
「
夜
と
霧
」
に
出
て
く
る
と
す
れ
ば
本
当
の

事
で
し
ょ
う
が
―
―
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
64
号

�

２
０
１
６
年
８
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
11
月
の
予
定
で
す
。

✤
「
会
報
」
の
原
稿
募
集

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
、

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。

遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に
関
す
る
こ
と
な

ら
何
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
の
加
藤
宗
哉
事

務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
あ
て
に
郵
送
し

て
下
さ
い
。

ふ
る
っ
て
御
応
募
下
さ
い
。

✤
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
、
旅
に
も
参
加
し
て
み

た
い
と
思
わ
れ
る
若
い
人
も
大
歓
迎
で

す
。
下
記
の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内「
周
作

ク
ラ
ブ
」
ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下

さ
れ
ば
、
折
返
し
会
費
振
込
み
用
紙
を
お

送
り
し
ま
す
。

✤
お
詫
び
と
訂
正本

報
前
号
（
第
63
号
）

長
崎
周
作
ク
ラ
ブ
・
東
満
敏
さ
ん
の
「
囲

碁
と
多
く
の
人
々
」
の
文
中
、《
小
説
家

吉
川
英
治
先
生
の
小
説
「
名
人
」
と
い
う

中
で
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
盤
石

を
拝
見
し
》
と
あ
り
ま
し
た
が
、「
吉
川

英
治
」
で
は
な
く
「
川
端
康
成
」
が
正
し

い
表
記
で
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

皆
さ
ま
に
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。


